
高校１年生 

高１ 開講講座  

教科 授業形態 曜日 時間帯  時間/月 

英語 

ライブ授業 水曜日 ＰＭ ８：２０～１０：００  １００分×４回 

個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「文法」「単語」「熟語」「長文」から選択可能です ６０分×４回 

数学 

ライブ授業 金曜日 ＰＭ ８：２０～１０：００  １００分×４回 

個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「ⅠA」「ⅡB」「C」から選択可能です ６０分×４回 

国語 
個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「古文」「漢文」から選択可能です ６０分×４回 

理科 
個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「物理」「化学」「生物」から選択 ６０分×４回 

社会 e トレ 「歴史総合」「地理総合」「公共」から選択 ６０分×４回 

情報 e トレ 「情報Ⅰ」 ６０分×４回 

英語ライブ授業 

英語は、週 1 回 100 分授業になります。週に１回の授業ではありますが、授業時間を十分に確保しています

ので、授業の中で講義・演習を通して、学習内容をしっかりと定着させていくことができます。各学校の授

業進度を考慮したうえで、基本的には学校より速いペースで学習を進めていきます。高校１年生では文法の

授業を中心におこない、高校英語の基礎を築くとともに、発展問題演習、長文読解演習で、難関大学突破に

向けた高い実力の養成を目指します。 

文系・理系を問わず、英語は必須の受験教科であり、受験突破には万全の対策が欠かせません。そのため、

特進クラス・錬成クラスともに志望校現役合格を勝ち取るために必要なカリキュラムを組み、入試問題に対

応できる実力を養成します。大学入試で出題されているような複雑な文章を読み解き、合格に必要な得点を

確保するためには中学時とは比較にならない｢単語量｣と高度な｢文法の知識｣の習得が不可欠です。早い段階

で文法を習得し、その後、｢英文解釈｣｢長文読解｣へスムースに移行できるように個々の英語力を伸ばします。 

数学ライブ授業 

数学は、週 1 回 100 分授業になります。週に１回の授業ではありますが、授業時間を十分に確保しています

ので、授業の中で講義・演習を通して、学習内容をしっかりと定着させていくことができます。どの単元で

も新出事項の理解から始め、教科書傍用問題集に即した応用問題から大学入学共通テストまでに対応した記

述力・思考力はもちろん、国公立二次試験にも対応できるだけの高度な数学力の養成を目指します。そのた

め、予習は必要ありませんが、復習や課題にしっかりと取り組む必要があります。講習期間では、高いレベ

ルの大学入試を意識し、新出事項の理解を踏まえた上で、より高度な内容まで学習します。 

高校数学では、様々な解法の理解と暗記が重要です。そのため授業では、例題や練習問題を通じて多くのパ

ターン練習をおこない、基礎力と応用力の向上を図ります。進度の早い学校では、高１の間に高２範囲の学

習がはじまりますので、アトラスでは２学期中に高１範囲を終了し、冬期講習期間中に高１範囲を総復習し

既習事項の定着を図るとともに、高２範囲の先取り授業を開始します。 

 

 

 



■ライブ授業では時間や曜日の都合が合わない、自分のペースで学習を進めていきたい、いった場合に「個

別授業」、「e トレ」を用意しています。また、ライブ授業がない教科の学習を希望する場合も受講をお考

えください。 

個別授業 実施日：月曜日・火曜日・金曜日   月４回/１科 

英語・数学・国語・物理・化学の５科目から選択受講できます。１科目月４回の６０

分授業ですが、受講回数を増やすことも可能です。講師１人に対し生徒１人の授業形

態となりますので、質問し易い環境で自分のペースで学習できます。個別授業では学

校の進捗に合わせた基礎的な授業を受講することも、入試に向けたより発展的な内容

を扱う授業を受講することも可能です。学校での使用教材、または専用の教材を用い

て、個別にカリキュラムを設定し授業をおこないます。 

e トレ    実施日：月曜日～木曜日・土曜日   月４回/１科 
英語・数学・国語(古文・漢文)・理科・社会・情報の６教科から選択受講できます。１教科月４回の６０分

授業です。各教科の講座詳細は「ｅトレ講座案内」でご確認ください。 

◆「e トレ」とは 

「e トレ」は、自分の理解度や目的に応じた問題演習に取り組み実力を伸ばす学習システムです。豊富なラインナップから希望

の講座を選択し、自分の学力に合った問題を基本から応用まで繰り返し解くことでレベルアップを図ることができます。また、

１教科×４回/月から、希望の日時を選んで受講できるので、自分のペースで苦手科目の克服や得意科目の実力強化を目指せ

ます。 

◆「e トレ」の活用について 

「e トレ」はそれだけを受講することも、ライブ授業や個別授業と組み合わせることも可能です。例えばライブ授業や個別授業

で各教科の実力アップを図り、「e トレ」を活用して苦手単元を自分のペースで克服する、といった学習が効果的です。 

定期テスト対策 （補習授業） 
高１では、まず学校の定期テストや通知表評定で良い結果を残せるこ

とが重要です。近年推薦入試の割合が拡大していますが、多くの場合

一定以上の評定が出願条件となります。アトラスでは、各自のテスト

勉強をサポートするため、英語・数学の対策補習授業を実施します。

個別・e トレ受講者も参加可能です。 

定期テストでは、奈良高校クラス１位(２学期中間/全科目)、一条高

校クラス１位(２学期中間・期末/数)、西京高校クラス１位(前期末テ

スト/数)で、南陽高校ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ科内１位(１学期中間・期末・２学期

中間/５科目)、京都教育大附属高校クラス１位(２学期期末/英)など素晴らしい成績を残しています。 

また長期休暇明けに実施される課題テストにおいても、郡山高校クラス１位(夏期/英)、奈良高校校内１位

(夏期/数)、クラス１位(春期/英)等各学校で好成績を収めています。 

受講プラン例 
文理プラン（国公立型） 文系プラン（私立文系型） 理系プラン（私立理系型） 

Ａ 英数ライブ Ａ 英語ライブ Ａ 数学ライブ 

Ｂ 英語ライブ＋数学個別(e トレ) Ｂ 英語個別 Ｂ 数学個別 

Ｃ 英語個別(e トレ)＋数学ライブ Ｃ 英語 e トレ Ｃ 数学 e トレ 

Ｄ A～C＋理科個別(e トレ) Ｄ A～C＋国語個別 Ｄ A～C＋理科個別 

Ｅ A～C＋国語個別(e トレ) Ｅ A～C＋国語 e トレ Ｅ A～C＋理科 e トレ 

※ 上記以外の授業の組合せも可能です。 

 

 

 



 高校２年生 

高２ 開講講座 
教科 授業形態 曜日 時間帯  時間/月 

英語 

ライブ授業 木曜日 ＰＭ ８：２０～ １０：００  １００分×４回 

個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「文法」「単語」「熟語」「長文」「構文読解」から選択可能です ６０分×４回 

数学 

ライブ授業 火曜日 

 

ＰＭ ８：２０～ １０：００  １００分×４回 

個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「ⅠA」「ⅡB」「C」「Ⅲ」から選択可能です ６０分×４回 

数ⅢC ライブ授業  ※「数ⅢC速習講座」を１２月に開講 

国語 

ライブ授業 月曜日 ＰＭ ８：２０～ ９：４０  ８０分×２回 

個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「古文」「漢文」から選択可能です ６０分×４回 

理科 
個別授業 講師１：生徒１の授業形態となります ６０分×４回 

e トレ 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「物理」「化学」「生物」から選択 ６０分×４回 

社会 e トレ 「歴史総合」「地理総合」「公共」「日本史」「世界史」「地理」から選択 ６０分×４回 

情報 e トレ 「情報Ⅰ」 ６０分×４回 

英語ライブ授業 
英語は、週 1 回 100 分授業になります。週に１回の授業ではありますが、授業時間を

十分に確保しており、授業の中で講義・演習を通して、一人ひとりの志望校現役合格

に必要な英語力の養成に努めます。まず１年時に学習した英文法を確実に理解し使え

るようにするため問題演習を通じて応用力の養成に力を入れます。併せて、その文法

の知識を読解力につなげるため、入試レベルの「英文解釈」を取り入れ、長文を正しく読む知識と技術を養

います。 

数学ライブ授業 
数学は、週 1 回 100 分授業になります。週に１回の授業ではありますが、授業時間を十分に確保しており、

授業の中で講義・演習を通して、入試に対応できる高い実力を養成します。新出事項の導入授業および教科

書傍用問題集の応用問題等を中心に演習・解説をおこない、２学期までにⅡＢ(+Ｃ：ベクトル)全範囲を終

了し、その後入試対策(文理共通)に入ります。 

●数ⅢＣ速習講座…１２月より、数ⅢＣが受験科目になる生徒を対象に、数ⅢＣの速習講座を開講します。

詳細は開講前のご案内となります。 

国語ライブ授業 
国語は、週 1 回 80 分授業、月２回を基本とした隔週での授業になります。入試における国語において、古

典（古文・漢文）は知識の習得が主になり、自学習が十分に可能な科目ですが、現代文については、自身で

学習を進めるのは難しいと思われます。本講座では、現代文講義をメインとし、とかく曖昧になりがちな現

代文に対して、文章読解における原則理論、設問に対する適切なアプローチについて解説し、継続した演習

をとおして、汎用性の高い文章対応力を養成していきます。 

 

 

 



■ライブ授業では時間や曜日の都合が合わない、自分のペースで学習を進めていきたい、といった場合に「個

別授業」、「e トレ」を用意しています。また、ライブ授業がない教科の学習を希望する場合も受講をお考

えください。 

個別授業 実施日時：月曜日・火曜日・金曜日   月４回/１科 
英語・数学・国語・物理・化学の５科目から選択受講できます。１科目月４

回の６０分授業ですが、受講回数を増やすことも可能です。講師１人に対し

生徒１人の授業形態となりますので、質問し易い環境で自分のペースで学習

できます。個別授業では学校の進捗に合わせた基礎的な授業を受講すること

も、入試に向けたより発展的な内容を扱う授業を受講することも可能です。

学校での使用教材、または専用の教材を用いて、個別にカリキュラムを設定

し授業をおこないます。 

e トレ    実施日時：月曜日～木曜日・土曜日   月４回/１科 
英語・数学・国語(古文・漢文)・理科・社会・情報の６教科から選択受講できます。１教科月４回の６０分

授業です。各教科の講座詳細は「e トレ講座案内」でご確認ください。 

◆「e トレ」とは 

「e トレ」は、自分の理解度や目的に応じた問題演習に取り組み実力を伸ばす学習システムです。豊富なラインナップから希望

の講座を選択し、自分の学力に合った問題を基本から応用まで繰り返し解くことでレベルアップを図ることができます。また、

１教科×４回/月から、希望の日時を選んで受講できるので、自分のペースで苦手科目の克服や得意科目の実力強化を目指せ

ます。 

◆「e トレ」の活用について 

「e トレ」はそれだけを受講することも、ライブ授業や個別授業と組み合わせることも可能です。例えばライブ授業や個別授業

で各教科の実力アップを図り、「e トレ」を活用して苦手単元を自分のペースで克服する、といった学習が効果的です。 

定期テスト対策 （補習授業） 
高校２年生にも、定期テスト対策補習授業を実施し、各自の内申確保をサポートします。指定校推薦を含め

一定以上の評定が推薦の出願条件となる場合があります。各自に受験機会を広げてもらうためにも定期テス

トで良い結果を残せるよう応援します。個別授業・e トレ受講者も参加可能です。 

定期テストでは、奈良高校クラス１位(２学期中間/全科目)、一条高校クラス１位(２学期中間・期末/数)、

西京高校クラス１位(前期末テスト/数)で、南陽高校ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ科内１位(１学期中間・期末・２学期中間/５

科目)、京都教育大附属高校クラス１位(２学期期末/英)など素晴らしい成績を残しています。 

また長期休暇明けに実施される課題テストにおいても、郡山高校クラス１位(夏期/英)、奈良高校校内１位

(夏期/数)、クラス１位(春期/英)等各学校で好成績を収めています。 

受講プラン例 
文理プラン（国公立型） 文系プラン（私立文系型） 理系プラン（私立理系型） 

Ａ 英数ライブ Ａ 英語ライブ Ａ 数学ライブ 

Ｂ 英語ライブ＋数学個別(e トレ) Ｂ 英語個別 Ｂ 英数ライブ 

Ｃ 英語個別(e トレ)＋数学ライブ Ｃ 英語 e トレ Ｃ 数学個別 

Ｄ A～C＋理科個別(e トレ) Ｄ A～C＋国語個別 Ｄ A～C＋理科個別 

Ｅ A～C＋国語個別(e トレ) Ｅ A～C＋国語 e トレ Ｅ A～C＋理科 e トレ 

※ 上記以外の授業の組合せも可能です。 

※ 上記プランの講座以外に、数ⅢＣ速習講座を１２月に開講します。 

 

 

 

 



 高校３年生 

◆ライブ授業 

講座名 曜日 時間帯 時間数/コマ 

入試英語 演習講座 隔週火曜日 ＰＭ ８：３０～１０：００ ９０分×２回 

入試現代文講座 隔週火曜日 ＰＭ ８：３０～ ９：５０ ８０分×２回 

入試数学 演習講座 隔週土曜日 ＰＭ ８：３０～１０：００ ９０分×２回 

数ⅢC 速習講座 隔週土曜日 ＰＭ ８：３０～ ９：４５ ７５分×２回 

入試物理 演習講座 ※夏期より実施予定 ７５分×２回 

入試化学 演習講座 ※夏期より実施予定 ７５分×２回 

入試英語 演習講座  

  ◆実施月：３月～６月末 ◆実施日時：隔週火曜日 時間 8：30～10：00 

 国公立大学を目指す場合、大学入学共通テストの受験が必要ですが、英語はリスニングを含め最も配点が
高いので、その出来が合否に大きく影響します。また、ほとんどの私立大学においても、公募推薦・一般入
試ともに英語が必須教科として出題されます。授業では、共通テストレベルの長文読解演習を実施し、様々
なタイプの長文へ対応するための基礎力を養成します。 

入試現代文講座 

  ◆実施月：３月～６月末 ◆実施日時：隔週火曜日 時間 8：30～9：50 

 国語は国公立大学を目指す場合、共通テストの必須教科になります。また、私立大学の文系学部において

も、国語は多くの受験方式で必須となります。入試に向けた国語の対策において、古典(古文・漢文)は知識

が得点に結びつきやすく比較的短期間で仕上がるのに対し、現代文で安定した得点を取るためには、語彙量

を増やすとともに「論理構造を把握する力」や「心情を読み取る力」を継続した文章題演習を通して身につ

ける必要があります。そこで、入試で主流の出題形式となる選択式の現代文の演習講座を開講し、入試レベ

ルの問題に対応するための土台を築きます。 

入試数学(ⅠAⅡB＋C:ベクトル) 演習講座 

 ◆実施月：３月～６月末 ◆実施日時：隔週土曜日 時間 8：30～10：00 

 共通テストで数学を得点源とするためには、早い時期に既習範囲の復習を完成させ、十分な演習量を確保

し出題形式に慣れることが重要です。そのため本講座では、共通テストの予想問題や過去問を使って、数学

ⅠＡⅡＢ(+Ｃ:ベクトル)を総復習し、演習・解説をおこないます。共通テストと類似した出題傾向の私立大

学も多いため、国公立大学を受験する生徒だけなく、私立大学を受験する生徒にも受講をお勧めします。 

数ⅢC 速習講座（ライブ授業×ｅトレ） 

 ◆実施月：高２の１２月～６月末 ◆ライブ実施日時：隔週土曜日 時間 8：30～9：45 

 数ⅢＣは理系の私立一般入試や国公立二次試験の出題範囲の四割に相当します。しかし多

くの公立高校では、高３の２学期中頃まで数ⅢＣの授業が終わりません。そのため、入試に

向けた演習時間を充分に確保できず、公立高校生は入試において数ⅢＣでの得点力が不足する傾向がありま

す。アトラスではこれを解消するため、数ⅢＣの速習講座を高２の１２月から高３の６月まで実施します。

本講座で速習すれば、夏休みには入試レベルの問題演習を開始でき、その後入試までに十分な演習量を確保

することが可能です。本講座はｅトレ(75 分×４回/月)とライブ授業(75 分×２回/月)を併せて受講するか

たちとなり、ｅトレで基本事項の先取りをしてもらったうえで、ライブ授業で様々なパターンの演習と解説

をおこないます。ｅトレ(75分×4 回/月)は月～木・土から選択して受講してください。 

※本講座は原則高２からの継続講座になりますので受講希望の場合、ご相談ください。 

 
 



入試物理 演習講座（ライブ授業） 
 ◆実施月：夏期より実施予定 

 力学、熱、波動の単元に絞り、演習・解説をおこないます。物理では、問題をどのように説いていくかを

知ることが重要です。なぜこの公式が使えるのか、なぜこの符号になるのか、など、入試問題や予想問題を

通して説明し、様々な問題形式に対応できる力を養います。 

入試化学 演習講座（ライブ授業） 
 ◆実施月：夏期より実施予定 

 本講座では理論分野の演習・解説をおこないます。理論分野を得点源にするには、公式などの暗記だけな

く、複雑な計算ができるようになることが大切です。そのため、共通テストの予想問題や過去問、復習プリ

ントなどを用いて、計算力の向上を図り、得点力アップを目指します。 

その他入試対策講座 

 高３の夏期より発展数学講座、共通テスト対策講座、英語長文読解講座、秋期

から私立大対策講座、国公立二次対策講座、共通テスト模試演習講座などを開講

し、大学共通テスト、私立大学入試、国公立二次試験に対応できる実力を養成し

ます。各種講座の詳細は開講前にご案内いたします。 

◆個別授業（選択科目：英語・数学・国語・物理・化学） 

◆実施月：３月～２月末  

◆実施日時：月曜日・火曜日・金曜日 月４回/１科 

個別授業は、講師１人に対し生徒１人の授業形態となりますので、質問

しやすい環境で自分の学力・目的・志望校に合わせた授業を受けられま

す。入試レベルの問題に対応するための基礎力を養いたい苦手科目があ

る場合、細やかな指導が可能な個別授業が最適です。また、様々な入試

対策にも対応しており、指定校推薦を目指す方には内申確保に向けた指

導が可能ですし、公募推薦や一般選抜を受験する方には志望大学・学部

の入試傾向をふまえた対策が可能です。またライブ授業でスケジュール

が合わない場合や、自分のペースで学習したい場合などは、個別授業の受講をお勧めします。担当講師が、

一人ひとりの学習状況を把握し、課題克服に向けて勉強方法をきめ細かく指導することで、志望校合格へと

導きます。 

※個別授業は１教科月４回の講座ですが、授業回数を増やすことが可能です。 

※個別授業は受講前に面談を実施し、受講日時・講師を決定しますが、個別授業用ブースの確保などの関係

により、時間割の調整をさせていただく場合がありますのでご了承ください。 

e トレ   （選択教科：英語・数学・国語・理科・社会・情報） 
◆実施月：３月～２月末  

◆実施日時：月曜日～木曜日・土曜日 月４回/１科 

ｅトレは、英語・数学・国語(古文・漢文)・理科・社会・情報の６教科から選択受講できます。１教科月４

回の６０分授業です。ライブ授業や個別授業と組み合わせての受講がお薦めです。詳細は「ｅトレ講座案内」

でご確認ください。 

 

 



アトラス高等部のサポート体制 
 

-充実のサポート体制で一人ひとりの志望校合格に向けた取り組みを応援します- 

  生徒個別面談 

 各学年、定期的に生徒個別面談を実施します。 

■１年生…中学生の学習と比べ、より専門性が増す各教科の学習に対応できるよう勉強方法のアドバ

イスをします。また、適性や希望を踏まえ文系理系選択の進路相談もおこないます。 

■２年生…模試の結果を踏まえ現状の学力から志望校合格までに必要な課題を考え、その克服に向け

て具体的な学習アドバイスをおこないます。 

■３年生…入試に向けて一人ひとりに合わせた綿密な学習スケジュールを立て、それぞれの学習状況

を見ながら希望の進路を勝ち取るためのサポートをしていきます。 

 志望校現役合格を勝ち取るためには、生徒本人の高い志とそれに相応しい学習量が不可欠です。ただ、今

何を、どのように勉強すれば効果的なのかを判断するには多角的な視点が必要になります。生徒一人ひとり

と定期的に面談をおこなうことで、現状把握と課題を共有し、志望校合格に向けて、より効率的に学習が進

められるように助言をします。生徒の将来をともに考え、責任をもって指導にあたります。 

  自習室完備 

 塾生は月曜日～土曜日の 14：30 から 22：30 まで自習室を利用することができます。 

（※日曜日・祝日等で塾がお休みの場合は利用できません） 

  サポーター 

 「サポーター」とは、より生徒に近い存在として様々な質問に応じた

り、入試に向けたアドバイスをしたりする現役大学生講師です。サポー

ターを含めた全職員が連携することで、一人ひとりの学習状況をしっか

りと把握し、よりきめ細やかな進路指導や学習指導をおこなうことで、

塾生の志望校合格をバックアップします。 

  共通テストシミュレーション 
  国公立大学を合格する上で、大学入学共通テストは越えなければならない第一関門となります。

ただ現役生は、本番のプレッシャーや緊張感から、本来の実力を発揮できないことも想定されます。

それを踏まえ、高校３年生の国公立大学志望者には「共通テストシュミレーション」として、共通テ

スト本番を模したテストを１２月に実施します。共通テストに向けた学習の仕上がり状況を確認する

ことはもちろんですが、テスト前日の過ごし方や休憩時間の過ごし方等を考える機会にもなります。 


